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パブリックコメント以外の変更箇所について 

 

第１次亀山市総合計画後期基本計画（案）に対するパブリックコメント以外の軽微な変更箇所については、次のとおりです。 

 

  頁数 修正箇所 修正前   修正後 修正理由 

1 5 １ 後期基本計画策定の趣旨 

8 行目 

⇒ （以下、本計画という。） 削除 語句の表記を統一

しました。 

2 5 １ 後期基本計画策定の趣旨 

□実施計画 １行目 

基本計画に位置付け ⇒ る 基本計画に位置づけ 語 句 を 統 一 し ま し

た。 

る 

3 6 ①人口減少社会の到来と少子高齢化の進展情報化

社会の進展 

5 行目 

少子化の ⇒ 進行 少子化の 語 句 を 統 一 し ま し

た。 

進展 

4 7 ⑤情報化社会の進展 

2 行目 

誰でも ⇒ だれ 語 句 を 統 一 し ま し

た。 

でも 

5 18 

19 

20 

図の見出し 施策 ⇒ 大綱 基本施策の 語 句 を 統 一 し ま し

た。 

大綱 

6 19 

78 

施策大綱 

基本施策の大綱 

生きがいをもてる ⇒ 福祉の

展開 

生きがいを持てる 語 句 を 統 一 し ま し

た。 

福祉の

展開 

7 20 

92 

施策大綱 

基本施策の大綱 

次世代を担う人づくりと歴

史・文化の振興 

⇒ 次世代を担う人づくりと歴

史文化の振興 

語 句 を 統 一 し ま し

た。 
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  頁数 修正箇所 修正前   修正後 修正理由 

8 21 

25 

（１）企業活動の促進・雇用の創出 【現状と課題】 

●5 つ目 1～2 行目 

ベット ⇒ タウン ベッド 表 記 を 訂 正 し ま し

た。 

タウン 

9 26 （１）企業活動の促進・雇用の創出 

【現状値と目標値】 現状値 

平成 22 ⇒ 年度 平成 22 年 より丁寧な表現に修

正しました。 

10 27 （２）にぎわいの場の創造・商店街の活性化 

【現状と課題】 ●2 つ目 1 行目 

国道 306 号の沿道 ⇒ 国道 306 号沿道 語 句 を 統 一 し ま し

た。 

11 29 （３）農林業の振興【現状と課題】 

●5 つ目 1 行目 

木材利用を ⇒ 推進してきま

した。 

木材利用を 現状をより明確に表

現するため表記を追

加しました。 

推進するとと

もに、さらなる木材利用の

拡大を図るため、亀山市

公共建築物等木材利用

方針を策定しました。 

12 29 （３）農林業の振興【現状と課題】 

図表 

農家数および ⇒ 経営耕地

面積（地目別）の推移 

農家数及び 語 句 を 統 一 し ま し

た。 

経営耕地面

積（地目別）の推移 

13 33 （５）景観づくりの推進 【現状と課題】 

●4 つ目 2 行目 

重要な要素であります ⇒ 。 重要な要素です 語 句 を 統 一 し ま し

た。 

。 

14 37 （７）上下水道の整備 

●3 つ目 1 行目、図表、【現状値と目標値】 

公共下水道の普及率 

下水道普及率 

⇒ 

公共下水道普及率 

語 句 を 統 一 し ま し

た。 

公共下水道処理人口普

及率 
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  頁数 修正箇所 修正前   修正後 修正理由 

15 37 （７）上下水道の整備 

●4 つ目 3 行目 

健全経営を阻害する不

明水対策

⇒ 

にも 

雨水などが汚水管に流

入する不明水は、下水道

事業の健全経営を阻害

する要因となるため、そ

の対策

より丁寧な表現に修

正しました。 

にも 

16 38 （７）上下水道の整備 【現状値と目標値】 

成果指標 1 つ目 

現状値 91.1％ 

[平成 22年度末現在

⇒ 

] 

現状値 91.1％ 

[平成 22年度

より丁寧な表現に修

正しました。 ] 

17 43 （１０）公共交通機関の整備 【現状と課題】 

●1 つ目 5 行目 

亀山駅での乗継ぎ ⇒ の悪さ

など 

亀山駅での乗り継ぎ 送り仮名を統一しま

した。 

の悪

さなど 

18 44 ③身近な交通手段の確保 

◆1 つ目 1 行目 

今後さらに増加が見込ま

れる高齢者や運転免許

証返納者など

⇒ 

の交通手

段を 

今後さらに増加が見込ま

れる自立した移動手段を

持たない高齢者や運転

免許証返納者など

現状をより明確に表

現するため、表記を

修正しました。 

の交

通手段を 

19 51 （３）人権の尊重  

図表 2 つ目 

「問 あなた自身は、今ま

でに、ご自分の人権が侵

害されたと思ったことがあ

りますか。」のグラフ 

⇒ グラフの変更 表 記 を 訂 正 し ま し

た。 

20 53 （４）男女共同参画の推進 

●1 つ目 2 行目 

平成 20 年 6 月に男女が

生き生き輝く条例

⇒ 

を 

平成 20 年 6 月に亀山市

男女が生き生き輝く条例

語 句 を 統 一 し ま し

た。 

を 
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  頁数 修正箇所 修正前   修正後 修正理由 

21 54 （４）男女共同参画の推進 【現状値と目標値】 

成果指標 2 つ目 

②あらゆる分野における男女共同参画の推進 

◆1 つ目 1 行目 

市内企業における男性の

育児休暇

 

取得率 

男性の育児休暇

⇒ 

取得の 

 

 

⇒ 

市内企業における男性の

育児休業

 

取得率 

男性の育児休業

表 記 を 訂 正 し ま し

た。 

取得の 

22 62 （１）健康づくりの推進 【現状値と目標値】 

がん検診の受診率 現状値 

胃がん：17.6 ⇒ ％ 胃がん：17.7 表 記 を 訂 正 し ま し

た。 

％ 

23 63 （２）地域医療の充実 

●1 つ目 2 行目 

こうしたなか、市民が ⇒ こうしたなか、本市は、地

域医療や保健・福祉サー

ビスの提供体制の整備に

関する基本的な考え方と

具体策等を示すため、平

成２２年２月に亀山市地

域医療再構築プランを策

定し、地域医療全体につ

いての再構築に向けた取

り組みを進めてきました。

今後も、このプランに基づ

き、

現状をより明確に表

現するため、表記を

追加しました。 

市民が 

24 63 （２）地域医療の充実 

図表 題 

 

図表中 市内医療機関受入率 平成 22 年 

■救急搬送の市内医療

受入

 

数の推移 

40.20

⇒ 

％ 

■救急搬送の市内医療

機関受入

 

数の推移 

40.24

表 記 を 訂 正 し ま し

た。 

％ 
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  頁数 修正箇所 修正前   修正後 修正理由 

25 64 （２）地域医療の充実 【現状値と目標値】 

成果指標 2 つ目 

現状値 42

[平成 22

％ 

年度

⇒ 

] 

現状値 40.24

[平成 22 年] 

％ 表 記 を 訂 正 し ま し

た。 

26 65 （３）循環型社会の形成・エコシティの実現 

●6 つ目 1 行目 

ごみ溶融処理施設が稼

働して 11 年

⇒ 

が経過し、 

ごみ溶融処理施設は、稼

働後まもなく12年

より丁寧な表現に修

正しました。 が経過

し、 

27 65 （３）循環型社会の形成・エコシティの実現 

●6 つ目 1 行目・2 行目 

主要な設備や機器が耐

用年数を迎えています

⇒ 

。 

主要な設備や機器が今

後耐用年数を迎えること

から、老朽化に伴う機能

低下が懸念されます

現状をより明確に表

現するため、表記を

修正しました。 

。 

28 67 ②新たなエネルギーの活用 

◆2 つ目 1 行目 

再生可能 ⇒ エネルギーとし

て 

新エネルギーとして 語 句 を 統 一 し ま し

た。 

29 71 （５）防災力の強化 【現状値と目標値】 

成果指標 １つ目 

災害時要援護者台帳の

整備を行っています

⇒ 

。 

災害時要援護者台帳の

整備を行ってきました

現状をより明確に表

現するため、表記を

修正しました。 

。 

30 73 （５）防災力の強化 【現状値と目標値】 

成果指標 １つ目 

目標値 50％ ⇒ 目標値 50％ より丁寧な表現に修

正しました。 ※平成 24 年度からの平均 

31 73 ④災害に強いまちづくりの推進 

◆1 つ目 1 行目 

災害対策 ⇒ 拠点 防災 地域防災計画の表

現に合わせ、訂正し

ました。 

拠点 
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  頁数 修正箇所 修正前   修正後 修正理由 

32 73 ④災害に強いまちづくりの推進 

◆2 つ目 1 行目 

最小限に抑えるため、計

画的な治山・治水対策を 

⇒ 最小に抑えるため、河川

改修や急傾斜地指定個

所の安全対策など

より丁寧な表現に修

正しました。 

計画

的な治山・治水対策を 

33 74 ⑤消防力の充実・強化 

◆5 つ目 1 行目 

ＡＥＤの取扱い ⇒ も ＡＥＤの取り扱い 送り仮名を統一しま

した。 

も 

34 75 （６）地域安全の充実 

●2 つ目 5 行目 

交通安全対策が実施さ

れて

⇒ 

きましたが 

交通安全対策を実施し

て

表 記 を 訂 正 し ま し

た。 きましたが 

35 76 （６）地域安全の充実 

図表 

― ⇒ ＜図表の追加＞ 

犯罪（刑犯罪）の発生状

況（認知件数） 

現状をより明確にす

るため、図表を追加

しました。 

36 76 （６）地域安全の充実 【現状値と目標値】 

交通事故死傷者数 

現状値 383

[平成 22

人 

年度

⇒ 

] 

現状値 392

[平成 22 年] 

人 表 記 を 訂 正 し ま し

た。 

37 79 （１）生涯学習の推進 

●1 つ目 3 行目 

着実に進めることで、生

涯学習環境の充実

⇒ 

が求

められています。 

着実に進めることが求め

られています。 

表 記 を 訂 正 し ま し

た。 

38 80 ②学習成果を活かした地域づくりの推進 

◆3 つ目 1 行目 

⇒ 大学等と連携し 語 句 を 統 一 し ま し

た。 

産学民官の連携により 

39 82 ③スポーツ環境の整備 

◆1 つ目 1 行目 

通信技術 ⇒ を活用した インターネット等 より丁寧な表現に修

正しました。 

を活用し

た 
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  頁数 修正箇所 修正前   修正後 修正理由 

40 82 ④自主的・自発的なスポーツ活動の促進 

◆1 つ目 

⇒ ◆スポーツ競技力の向

上を目指し、自主的にス

ポーツ活動を行う団体を

支援するとともに、全国

大会等へ出場する選手

などを支援します。 

「◆スポーツ活動の活性

化を図るため、自主的に

スポーツ活動を行う団体

を支援します。」 

施策の目的をより明

確にするため、表記

を修正しました。 

「◆スポーツ競技力の向

上を目指し、全国大会等

へ出場する選手などを支

援します。」 

41 84 ③地域での助け合い・支え合いのしくみづくり 

◆1 つ目 1 行目・2 行目 

地区コミュニティ単位で

福祉施策を展開するとと

もに、気軽に立ち寄れる

サロン

⇒ 

を通じた 

地区コミュニティセンター

を活動拠点として地域福

祉施策を展開するととも

に、気軽に立ち寄れるサ

ロン活動

より適切な表現にす

るため、表記を修正

しました。 

を通じた 

42 89 （６）社会保障の充実 

図表 

⇒ 国民健康保険年度別対

批表 

表 記 を 訂 正 し ま し

た。 

国民健康保険税額及び

医療費の推移 

43 93 （１）子どもたちの学びと健全育成 

●1 つ目 2 行目 

平成 20 年度に ⇒ 採択され

た 

平成 20 年度に 表 記 を 訂 正 し ま し

た。 

亀山市青

少年育成市民会議から

提言のあった 

44 93 （１）子どもたちの学びと健全育成 

●4 つ目 1 行目 

きめ細やか ⇒ な支援体制 きめ細か 語 句 を 統 一 し ま し

た。 

な支援体制 
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  頁数 修正箇所 修正前   修正後 修正理由 

45 94 ①信頼と活力あふれる学校づくり 

◆2 つ目 1 行目 

取り組むため、地域住民

が 

⇒ 取り組むため、互いに情

報を共有し、

施策の内容をより明

確にするため、表記

を追加しました。 

地域住民が 

46 95 ②教育環境づくりの推進 

◆1 つ目 1 行目 

向上を図るため、学校施

設の 

⇒ 向上を図るため、ユニバ

ーサルデザイン等に配慮

した

施策の内容をより明

確にするため、表記

を追加しました。 学校施設の 

47 95 ③学力・体力の向上と豊かな心を育む教育の推進 

◆3 つ目 1 行目 

きめ細やか ⇒ な教育 きめ細か 語 句 を 統 一 し ま し

た。 

な教育 

48 95 ⑤時代に即した教育の推進 

◆1 つ目 1 行目 

育むための食育や、飲酒

や喫煙の防止など

⇒ 

の健

康教育 

育むため、食育や喫煙・

飲酒防止教育等

より適切な表現にす

るため、表記を修正

しました。 

の健康

教育 

49 102 （４）歴史文化の継承 【現状値と目標値】 

成果指標 1 つ目 

現状値 126

[

件 

平成 22 年度

目標値 

] 

136

⇒ 

件 

現状値 127

[

件 

平成 23 年 4 月 1 日現在

目標値 

] 

137

表 記 を 訂 正 し ま し

た。 

件 

50 103 （５）歴史的なまちなみの保存整備 

【現状値と目標値】 成果指標 1 つ目 

現状値 48％ 

[平成 22年度

⇒ 

] 

現状値 48％ 

[平成 22年度末現在

表 記 を 訂 正 し ま し

た。 ] 

51 105 （６）まちづくり観光の推進 

●１つ目 ５行目 

活動と位置付ける、 ⇒ まち

づくり観光の 

活動と位置づけるまちづく

り観光の 

語句を統一するとと

もに、より適切な表

現にするため、表記

を修正しました。 
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  頁数 修正箇所 修正前   修正後 修正理由 

52 105 （６）まちづくり観光の推進 

●4 つ目 4 行目 

訪れてもらうため、情報

発信・

 

シティプロモーショ

ンの 

訪れてもらうため、本市の

多彩な魅力を様々な媒

体を活用して情報発信を

行うなどの

施策の内容をより明

確にするため、表記

を修正しました。 

シティプロモー

ション 

53 106 （６）まちづくり観光の推進 【現状値と目標値】 

成果指標 1 つ目 

現状値 68 団体 

[平成 22年度

⇒ 

] 

現状値 68 団体 

[平成 22年度末現在

より丁寧な表現に修

正しました。 ] 

54 108 図の見出し 基本施策の大綱 ⇒ 削除 表 記 を 訂 正 し ま し

た。 

55 109 （１）自立した行政経営の推進 

●1 つ目 5 行目 

⇒ 行財政改革大綱 語 句 を 統 一 し ま し

た。 

亀山市行財政改革大綱 

56 109 （１）自立した行政経営の推進 

●6 つ目 5 行目 

⇒ 職業生活と家庭生活の

両立ができる 

国の表現に統一 仕事と生活の調和を図

れる 

57 111 ①地方分権の推進 

◆2 つ目 

まちづくり基本条例 ⇒ の 亀山市まちづくり基本条

例

語 句 を 統 一 し ま し

た。 の 

58 112 ⑥人材の育成 

◆3 つ目 

専任職として位置付け ⇒ る 専任職として位置づけ 語 句 を 統 一 し ま し

た。 

る 

 


